
甫郡浪関町 vt:t~ける経済景観の推移
・殺{乍と来樹作との土地利用 K令ける

競合同係 Kついて

其田靖生

はじめに

日本の鑑業は娼和30年代に入っ℃からむ詰本経済の高家成長に伴っ-C，曾℃みまいほどの

大きな変革を経験しつフるゐ，すなわち ( 1)農業労識者。流出，ゆ農家の兼業化。一層。進接

につれ℃就業構造全体が変化し℃き℃いること J(3)技術革に応、じ℃労力不足をカバーすゐため

の作白構成。変化 一 層芸，畜産部門。発設による米作中心。農業からの脱皮が行まわれつ

つ事ゐζとなどがそれである。こういう畠本全体。農業動向。中で紹和2少年托il3浪同町会中

心，'C1町 4カ村の合併記よ急成立した新浪岡町。穀作と呆樹作とφ土地利用托於ける競合i封係

を過去 10年同り資料をもとVC，そこから毅作と呆様作とむ経済性。点からの競合i誕係宏明ら

かにし，浪詞町。地域性在明らかにし℃みたいと居、九

資斜は主kζ県農林統計年鑑と町役場。台i援を患いた。

本論

j長掲の米と来期〈リンゴ〉との生産量。推移をみτみると〈才 l表を捗黒)昭和3む年を100

よし℃の米と果樹り推移は39!平氏於凶℃は米は35 係。増に対しずζ1)ンゴは 185録。増と

なっ-Clハゐ。米と呆樹0伸び率。格差はここ 10年間--c1 5 0喬もあ診断然， 1)ンブの方が薩

先的であった。おなみに，県のこの格蓋は 179各℃全国℃は 18 3婚といずれもリンゴο方

が良い結果とな'?-Clハゐ。ただ，浪両，県，全閣と比較し℃みると浪商が一番低ν¥<Dが多少問

題K立ると思う。

次ι才2表を晃ると米と 1)ンプむをと産額。推移は昭和 30年を 100とした場合 J 3 9年記は

来はヲ 7~ <D増℃る担，ランプは 161~<D増℃る !J Jそθ格差は64</1

ではないがやは担ザンゴが説先しτいゐ。ち立みに県℃は49'*'--C全国は 13 9係であった。

全面。場合，ザンゴとし-Cel生産室長。総計が手記入らなかったたゐ拡呆樹一般としτの統計を

龍馬したたゐ比多少数龍が大き〈なった。(青森県と治ゼ員間にあっ工は来援ココリンゴと考え℃

も良川と忠、う〉しかし，ここでも商品作闘としτ。果樹作。経済的低先性は震えると忠弘

しかし，これだけの結果から高品作闘とし-C<Dヲンゴが農薬経営。面℃量もっと前進し℃地理

景観を変えゐょう托ならなけ礼ばならないと判断すゐのは早計でるると患九そこ℃次弘土地
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生産額〈性) .労働生産額〈性〉の関係をみる。

40年の生産性各地域。図才
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そこ℃才 1図をみゐとこれは，昭和 40年の各地域の比較℃あム。これらはl量生産額を農業人

口-C.ないしは耕地面積τ割った数値であゐ。これによると浪岡は他地域Kιべτ土地生産性

ては必ずしも優先しτいるとは言えない，ということは，まだ，前近代的農業経営の様式を内

在し，社会情勢を通確にとらえτいないともいえる。労働生産性の面でも常盤地域にはかなb

格差をつけられτいる。この点℃も再考する必要がある。

そこで，乙れら浪岡の生産性を具体的に検討しτみる。まず，才 2図の(司から言えることは，

当浪岡℃は，土地生産性の中℃占めるリンゴの位置が米の 2倍以上の優先l生をもっτいるとい

うことtある。ちなみに， 3 9年には米が 6万 2千円に対しτリンゴは 11万4千円とbよそ

2倍の差があるQ ということは米作よりもリンゴ栽培の方が経済的効率κ於ぃτすぐれτいる

と言える。次に才 2図の(同の労働生産性はどうかというと，全体的には，やは!J.リンゴの方

見L有利である。しかし，土地生産性ほどの格差はみられない，ちなみに 39年のリンゴの労働

生産性は 17万 k千円℃るり米は 14万?千円となっτj;，-!i土地生産性と比較しτみると，か

なり差がある。台よそ 2倍のちが凶である。以上から〈これは単純な粗生産額在中心にした租ー

生産性である〉はリンゴの経済的有利生が-fC言える。 そこで次に才 3図を参考にしながら今

まで述べτきた各種の結果と農業生産の直接生産費との闘係から純生産額を算出しτみよう。

前述の組生産額一生中心にしτ出した祖土地生産額や労働生産額に直接の生産費用としτの肥料

代，防除費，労働費を差号|いτ出した純土地生産舗や純労働生産額の結果から分析しτみると

日訴日 30年から 39年ま℃の 10年闘は，リンゴκとっτの好景気の年でゐ〈・た37年を中心

に純土地生産性はリンゴの方が優先しτきた。しかし，それが 40年には少しではあるが米の

方がリンゴを追い越しτ優先し元ということは特筆すべきこと℃あゐQ 今ま℃の分析からはリ

ンコ・栽培の方が経済性に於ぃτ絶対有利であったが，それが，この結果からは 40年にわずか

ではあるが逆Kなったということは過去 10年同あゐいは，それιL上の米作氏対する近代的栽

培管理への努力の結果℃あると思う。それK比べτリンコ・栽培の筏術，経営面℃の立遅くれは

否定できない，そこで過去 10年同は，リンゴが米作よりも土地生産性℃優先しτきたが，今

後の経営の方法いかんではこの地位が逆転することも浪岡℃は考えられゐ。さらに労働生産性

はどうかをみると過去 10年同では，リンゴの好景気の年 (37年〉は別としτも，その他は

常に米作の方が優先しτきたQ しかし，呆樹の場合， 37年のようなこともありうるというこ

とは栄樹栽培℃は生産過程での管理上の問題点，たとえば授粉とか袋掛け等の生産貨を克服し

たならば近代的農業経営のイニシアテープとっτいけゐ作目℃るるQ

Z良岡のリンコ・の反収〈才 3表〉は31年vc2. 7 0 0 K~ -cあったのに対しτ40年は23901'¥9

へと 36 OK~ も低下したということは 4 0年がいかに自然、条件が惑かったにせよ問題があゐ。

し;かも，当浪問。リンゴの反収は各年。量凶の差が他に比べτ大きい，-&なみに 10年同の収
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[r; ン コ' 水 Z面
科 t防除費|労働 費 |合 計 料防除費i労働費i合 計

30 3748 7029 9934 2 2 9 

31 3442 8848 15557 34.402 3267 1 4 8 6644 1 4.8 1 4 
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才 3 表 o a当りの収量

浪岡青森県全国

リ(EY9〉判|水稲 1);/ゴ!水稲リンゴ水稲
CK9) I CK9) I CK9) I (K@) I (K9) 

32FD0518219014271ω345  
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才 6表 労働投下量

制反当労働時間

1‘i 才7表経営規模別労働 10時間当b糾住産

稲 作 iリンゴ iみかん
額

円

規模 金額 規模 金偏 規模 盆

d刈 134fl 事ijJ-a1273円事手刈 1758 
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05 --1.C 1110 03--C~ l泊。 ω--05 1752 
1.0 -ぜ 1.5 1370 05--07 1478 05 -{)7 1885 

1.5 --2!l 1587 iJl--1.0 一 07 -1.0 2355 
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(q4 0年度リンゴ 10 a当!I<D作業時同

月月 月月 月万計
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議|言 II~
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収 I I 盟I~I I~ 護

|民計主三|自自!主騨L121Si|善幸事三r
lls

穫の最大と最小の格差は浪岡は91 8~ ，県490

匂，全国 410~τあるQ と凶うことは浪岡のリ

ンゴは自然まかせで，かなD不安定でみる。その為K栽培技術の面τも品種改良の面℃も，又

経営の合理化の面℃も，まだまだ，研究改良する余地がある。 それK対して米作は反収℃はリ

ンゴと同様かなD高い水準κある。ちなみに 39年の浪岡は53 6 K9であD県は487K9，全

国は39 6K9となっτぃゐ。豊凶の差も乙こ 10年同t浪岡は71 K9 ，県67 K9 ，全国59 K9 

とた、いたい近い{直であるが，しかし，米の場合も一番高いということは問題である。しかし，

米作もここ 10年闘での進歩は反収℃はみられない，安定はしτいるがそれ以上の発展という

点では非常帥唱がある，ちなみに浪岡の反収50OK9tt1 0年前にすでKあげた収量であゐ。

以上，一応安定しτいる米作と朱だ不安定なリンゴ栽培との生産面での差は純土地生産性純労

働生産性にはっきり表われτ，当浪岡℃は商品作物としτのリンゴの位置は相対的に米に比べ

τ低くなっτいる。とい Dことは，米作と果樹作との競合℃は実質的には米Q方が現在のまま

の条件で進行しτゆくならば優先しτいくものと思われる。

浪岡でのリンゴ生産の中K占める生産費，特に労働費が余!HtC高いということが言える。

才凪表を参考にし℃みると，まず，米作との比較τは39年Kは米は総生産費 2万 6千円であ

るのに対しτリンゴのそれは 6万 8千円と余!JVC違いすぎる。これが結局，各目的生産性と実

質的生産性の違いKなる。しかも，この内訳けをみるとリンゴは労働費が全体の半分の3万 2

千円も占め℃いτ米作の総生産費よbも多いということが結果的にリンゴが米作に反先性を持

ち得ない原因である。特に浪両にあっτも他地域と同じ様K労働力の流出は才 5表にも示され
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れるようK今後議々大きくなっ℃いくと患う， ζ ういう槽勢。中'1:.益々リンゴは競合関係K

於い℃不%目立 ゐと思50 ザンゴ栽培に於いてC労働投下最の状態はどのようτ'あるか

というと才る表を捗考にする。これは県の資料てあゐが浪岡τは多安穆正し℃考えぬばならな

いが大体正しい。

労儲投下時間では栄作はリンプ栽主幸吉ζ数段。援をつけ℃いゐ。 しかも米作は議々，機械化され

℃省、力fとが進められτいく きいため民乙0差は諸々ひどくなる，リンゴ裁培主ζ於い

℃議長大の労力。必要な時誌がる-7月， 1 0-1 1月と集中的托ゐるために，労畿方。流出。
。

はげしい中℃必要量。労働力を確慌てまることは大変なこと℃労働 む一方となゐ。

そのためVC.ヲンコ・栽培(に主婦0弱査であゐが才Z友民よれば0.5-0.7haを中心にそれ以上
。

。域摸になオLば 10 時間当タ 0純生産aí~rし℃いくとい とは明らかに相反すゐ結果が

℃き-C¥/1ゐ。

以上のような謁査書結果から当浪罷は米{乍と果樹作の土え訴社用に於けみ競合同琵-c1)ンプ栽培

はここ数年。由民機械化や蕗i耳fとが立されゐことはむづかしい。 したがっ℃米作中心。従来の

農業形態からの脱皮は議開では当分!望めをう誌ない。 したがっτ現在。 l 5.71文樹

3.5反心耕地を経営しなが を兼業や出誠によっτ揚足し?っリン

。近代的栽培管理がなされることが護まし¥/10

一むすび…

日本の農識が資本主義社命。中で次才民，企業的方向へと動凶℃りる中'1:.当浪岡は米{乍と

果樹作立ζ於い℃組収入は米fノドよ長.1)ンゴ栽地。方がかさtkJ したが，純収入。点℃

は必ずしもそうtな(1)ンゴ栽培は，米{乍氏支すして現在ては者利な作目℃はなくまった，

ヲンブ栽培に於いて生産部門や品語改員等0近代化がまされまい以上，米作。方が経済的に安

した成長をみるτあるうし，又，土地利用kζ於りて しτω(-Cおう 50したがっτ浪

岡℃は安定した米作と商品作物としτのワンブとの土地利用に於ぬての競合陶訟は内容的には

う1長持。方が優先する作物てるゐよいえる。

なお・， この拙文宏作成するにさ議U調指導同ただいた横山救習と資料。提出比御好意をポ

しτ下されてました浪同 ，立主び主ζ督者-d"i Uまし℃香華社中し上

げますQ
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